
「 地 球 環 境 」と「 住 環 境 」 を 結 ぶ
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ここでちょっと一息 Coffee Break
夫が言い出した「家を建てる！」
妻や親の「こだわり」をどう調整？
付加価値創造に挑戦！ 注目企業を訪ねる
トーホー株式会社
今月のニュース
建材マンスリー資料室

建材トップランナー制度
始まる

特集



の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
外
皮
部
分
の
「
熱
損

失
防
止
建
築
材
料
」
で
あ
る
「
断
熱
材
」
と
「
ガ

ラ
ス
、
サ
ッ
シ
」
が
、
新
た
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
断
熱
材
に
関
す

る
詳
細
は
す
で
に
決
ま
り
、
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
、サ
ッ
シ
に
つ
い
て
は
、現
在
、

業
界
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
検
討
中
で
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
断
熱
材
は
、「
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
」、「
押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
」、

「
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
」
の
３
種
類
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

２
０
２
２
年
度
ま
で
の
性
能
改
善
の
「
目
標
基

準
値
」
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
２
参
照
）。

　

断
熱
材
ご
と
に
基
準
値
が
設
定
さ
れ
た
理

由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
に
特
色
が
あ
る
た
め

　

昨
年
5
月
の
「
省
エ
ネ
法
改
正
」
に
伴
い
、「
建

材
」
を
対
象
と
し
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
が
12

月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
民

生
部
門
（
業
務･

家
庭
）
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
高
い
伸
び
率
が
あ
り
ま
す
。
２
０
１
２
年

は
、
１
９
７
３
年
比
で
２・４
倍
（
業
務
部
門
２
・

７
倍
、
家
庭
部
門
２・１
倍
）
で
す
。
ビ
ル
や
住

宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
伸
び
を
抑
え
な
い
限
り
、

こ
れ
以
上
、
日
本
の
省
エ
ネ
化
は
進
み
ま
せ
ん
。

　

業
務
・
家
庭
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約

３
割
は
、
冷
暖
房
が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
着

目
し
た
の
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
冷
暖
房

機
器
の
省
エ
ネ
化
に
加
え
て
、
建
物
の
熱
損
失

を
防
ぐ
建
築
材
料
に
よ
る
省
エ
ネ
の
推
進
で
す
。

で
す
。
皆
さ
ん
も
特
色
に
合
わ
せ
て
、
断
熱
材

を
使
い
分
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

役
割
分
担
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
に
合
わ
せ
た
性
能
改
善
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

目
標
基
準
値
の
指
標
は
「
熱
伝
導
率
λ
（
ラ

ム
ダ
）」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
熱
伝
導
率
は
熱

の
伝
わ
り
や
す
さ
を
示
す
指
標
で
、
断
熱
材
そ

の
も
の
の
性
能
数
値
で
す
。
厚
み
を
増
す
と
性

能
が
改
善
す
る
「
熱
抵
抗
値
」
は
、
材
料
の
厚

み
（
単
位
：
ｍ
）
を
熱
伝
導
率
で
割
る
と
計
算

で
き
ま
す
。

　

目
標
基
準
値
は
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
に
つ
い
て
は

「
現
在
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
値
」
に
「
性
能
改
善

予
測
」
を
加
え
て
設
定
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
の

二
つ
は
少
し
複
雑
な
決
め
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
と
押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

フ
ォ
ー
ム
に
は
「
普
及
品
」
と
「
高
付
加
価
値
品
」

の
２
つ
の
市
場
が
あ
り
、
徐
々
に
高
付
加
価
値

品
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
良
い
普
及
品
市
場
も
無
視
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
普
及
品
と
高
付
加
価
値
品
の
「
個

別
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
値
」
と
「
技
術
改
善
予

測
率
」、
そ
れ
に
「
２
つ
の
市
場
シ
ェ
ア
の
推
移
」

を
勘
案
し
て
、
目
標
基
準
値
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

高
付
加
価
値
品
で
は
、
現
時
点
で
ほ
ぼ
ク
リ

ア
す
る
数
値
と
な
り
ま
す
が
、
普
及
品
に
と
っ

て
は
少
し
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
り
ま
す
。

　

目
標
基
準
値
は
、
各
製
品
が
目
指
す
と
こ
ろ

で
す
。
理
想
は
、
普
及
品
も
含
め
て
す
べ
て
の
製

品
が
基
準
値
を
超
え
る
こ
と
で
す
が
、
ク
リ
ア
の

仕
方
は
メ
ー
カ
ー
各
社
の
自
由
で
す
。

　

基
準
値
以
下
で
も
需
要
の
あ
る
普
及
品
を
製

造
し
た
い
と
す
る
メ
ー
カ
ー
で
は
、
高
付
加
価
値

品
の
出
荷
を
今
ま
で
よ
り
多
く
し
て
、
平
均
値

で
基
準
値
を
上
回
る
と
い
う
方
法
を
取
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
つ
ま
り
、
普
及
品
か
ら
高
付
加

価
値
品
へ
出
荷
シ
ェ
ア
を
移
行
す
る
こ
と
で
、
基

準
値
を
上
回
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

制
度
で
は
、
各
メ
ー
カ
ー
に
製
品
の
性
能
向
上

を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
断
熱
性
能
の

高
い
高
付
加
価
値
品
へ
の
シ
フ
ト
も
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
と
い
う
の
は
、「
推
奨

制
度
」
で
は
な
く
法
律
に
よ
る
「
規
制
」
で
す
。

対
象
に
な
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
カ
ー
が
性
能
向
上

の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
基
準
値

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
指
導･

改
善
命
令
が
行
わ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

中
小
規
模
の
事
業
者
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、

市
場
シ
ェ
ア
が
小
さ
い
断
熱
材
は
、
建
材
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

硬
質
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
は
施
工
現
場
に
よ
っ

て
性
能
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
今
回
は

除
外
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
測
定
方
法
や
評

価
方
法
を
調
査
し
た
上
で
、
再
度
、
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
対
象
外
の
断
熱
材
も
引
き
続
き
使
用

で
き
ま
す
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
断
熱
材
に
は
、
性
能
表

示
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
そ
の
準
備
期

間
中
で
、
表
示
は
来
年
の
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
表
示
事
項
は
品
名
、
区
分
名
（
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
断
熱
材
な
ど
）、
熱
伝
導
率
、
製
造
事
業

者
名
な
ど
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

形
に
す
る
か
は
、
各
業
界
の
裁
量
に
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
」
の
よ
う
な

分
か
り
や
す
い
表
示
方
法
に
つ
い
て
も
、
業
界
内

部
で
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
で
は
、
断
熱
材
メ
ー
カ
ー
に
素

材
の
改
善
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

新
し
い
建
材
を
開
発
す
る
際
に
も
、
単
位
厚
さ

当
た
り
の
断
熱
性
能
を
考
慮
し
て
開
発
し
て
い

く
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
建
材
に
新
し
い
評
価

軸
が
追
加
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
今
回
の
制
度
の

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ
り
建
材
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
誘
発
さ
れ
、
消
費
者
が
意
識
す
る
こ
と

な
く
、
い
つ
の
間
に
か
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
製
品

が
世
の
中
に
出
回
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
住
宅
の
断

熱
性
能
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
で
、
そ
の
底
上
げ
が

今
必
要
で
す
。
新
築･

改
築
時
に
高
性
能
の
断

熱
材
を
使
用
す
れ
ば
、
何
十
年
も
の
間
、
省
エ

ネ
に
寄
与
し
ま
す
。今
回
の
制
度
を
き
っ
か
け
に
、

断
熱
材
に
も
高
付
加
価
値
品
が
あ
る
こ
と
を
消

費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
、普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
、

建
材
流
通
の
方
々
に
期
待
し
ま
す
。

　

建
物
か
ら
の
熱
損
失
は
住
宅
の
場
合
、
断
熱

材
が
関
わ
る
外
壁
20
％
・
床
7
％
・
天
井
4
％
、

開
口
部
の
窓
が
50
％
、
残
り
は
換
気
に
伴
う
も

建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
、始
ま
る

自
動
車
や
電
気
製
品
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
機
器
に
対
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
改
善
を
促
し
て
き
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
が
、

建
築
材
料
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
に
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
外
壁
や
床
な
ど
か
ら
の
熱
損
失
を
防
ぐ
「
断
熱
材
」で
あ
る
。

新
た
な
建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
詳
細
を
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
の
中
村
幹
氏
か
ら
説
明
い
た
だ
く
。

ま
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
対
象
の
断
熱
材
を
紹
介
す
る
。

特
集

断
熱
材
は「
高
付
加
価
値
品
市
場
」へ
の

移
行
が
期
待
さ
れ
る

資源エネルギー庁
省エネルギー対策課

中村 幹
か ん

 氏

トップランナー制度は、
１９９８年の改正省エネ法に
基づいて導入された制度。
自動車や家電製品などエネ
ルギーを消費する機器に対
し、現状で最も優れたエネ
ルギー消費効率の製品（トッ
プランナー）のトップ値に 
技術進歩を加えた「目標基
準値」を設定し、３～１０年
先の目標年度までに満たす
ことを、製造･輸入業者に
求めるもの。現在まで２８機
器が対象となっており、今 
回、建材が新しく加わった。

目標年度に基準を達成し
なかった事業者には、その
理由や今後の対応の報告が
求められ、その効率改善が
不十分な場合には、勧告や
命令が行われる。

省エネ法と
トップランナー制度

（4地域の次世代
省エネ基準を満たす住宅）

50%20%

4%

7%

図表１ 住宅からの熱損失

グラスウール断熱材 6.04％

ロックウール断熱材

押出法ポリスチレンフォーム保温材

０.０４１５６ W/（m・K）

0.50％０.０３７８１W/（m・K）

０.０３２３２W/（m・K） 6.19％

対象断熱材  性能改善率目標基準値（熱伝導率λ※）

※熱伝導率λ（ラムダ）：１ｍ厚の材料の両面に１℃の温度差があるときに、１秒間に通過する１㎡
当たりの熱量。数値が小さいほど断熱性能が良い。

図表２ ２０２２年までのそれぞれの目標基準値

対
象
と
な
る
断
熱
材
は
３
種
類

改
善
見
通
し
と
市
場
シ
ェ
ア
推
移
で

「
目
標
基
準
値
」
を
決
め
る

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に

新
た
に「
建
材
」が
加
わ
る

普
及
品
か
ら
高
付
加
価
値
品
へ

市
場
移
行
を
促
す

対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
断
熱
材
も

引
き
続
き
使
用
可
能

断
熱
材
へ
の
性
能
表
示
義
務
は

２
０
１
５
年
７
月
か
ら

メ
ー
カ
ー
自
ら
が
省
エ
ネ
の
推
進
に

貢
献
す
る
こ
と
が
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
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高性能断熱材
建材トップランナー制度対象の

新しく始まった建材トップランナー制度では、グラスウール、
押出法ポリスチレンフォーム、ロックウールの３種類の断熱材が
対象となった。各断熱材の中で、高付加価値商品を紹介する。

　リサイクルガラスなどを高温で溶かし、遠心力で吹き飛ばし
て繊維化し、結束剤を添加してふわふわした綿状の短繊維に
した断熱材。住宅のほとんどの部位に使用でき、充填断熱
工法に適している。
　ガラスの強さと繊維の柔軟性を合わせ持ち、不燃材料なの
で燃えにくい。細い繊維が絡み合って、内部に静止した空気

を多く含むため、断熱性能だけでなく高い吸音性能も持つ。
　また、高温多湿な状態に長く置かれても性能が劣化しにく
く、コストパフォーマンスの高い断熱材として、日本の木造
住宅で最も多く使われている。住宅用断熱材の場合、1/8 ～
1/10 にまで圧縮梱包・復元できるので、輸送・保管コストも
低く抑えられる。

グラスウール 目標基準値 : 0.04156

ア
ク
リ
ア
ネ
ク
ス
ト

●
旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
株
式
会
社

商
品
問
い
合
わ
せ
先
：
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０-

９
９-

６
３
８
８

　

熱
伝
導
率
０・０
３
８
Ｗ
／
ｍ
・Ｋ
の
壁
・
屋
根
用
の
高
性
能

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
。
高
性
能
の
防
湿
フ
ィ
ル
ム
が
付
属
し
、
施
工

性
に
も
優
れ
る
。
ノ
ン
・
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
健
康
住
宅
用

の
断
熱
材
で
あ
り
、
原
料
の
約
80
％
に
リ

サ
イ
ク
ル
ガ
ラ
ス
を
使
用
す
る
な
ど
、
省
資

源
化
に
も
貢
献
す
る
。
ま
た
、
同
社
で
は

最
新
の
細
繊
維
技
術
に
よ
り
熱
伝
導
率
０
・

０
３
２
Ｗ
／
ｍ
・
Ｋ

の
製
品
の
発
売
を

予
定
し
て
い
る
。

● 断熱性：地域区分Ⅱ地域以南にお
ける次世代省エネルギー基準（等
級４）に適合。

● 施工性：従来のグラスウールより
フィルム耳幅が広く、施工しやすい。

● 防湿性：防湿フィルムの厚さは 50
ミクロンで、高い防湿性を持つ。ま
た、防湿フィルムの重ね幅（概ね
30㎜以上）に対応。

● 安全性：シックハウス症候群の要
因のひとつといわれるホルムアル
デヒドを含まない材料を使用。

● 耐火性：ガラスが主原料のため、
火に強く燃えにくい。

厚さ (mm) 85・90・105 
幅 (mm) 395・420・430・470 
長さ (mm) 2,360・2,880 
熱伝導率 (W /m・K) 0.038  

■ 製品規格

細繊維タイプ
（繊維径４～５ミクロン）

施
工
例

マ
グ
ラ
ム
ダ
34

●
マ
グ
・
イ
ゾ
ベ
ー
ル
株
式
会
社

商
品
問
い
合
わ
せ
先
：
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０-

９
４
１-

３
９
０

　

０・０
３
４
Ｗ
／
ｍ
・
Ｋ
の
熱

伝
導
率
を
持
つ
屋
根･

天
井･

壁
用
の
高
性
能
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
。

非
常
に
細
い
ガ
ラ
ス
繊
維
を
凝

縮
さ
せ
て
お
り
、
同
社
の
従
来

品
と
比
較
す
る
と
、
約
１・
５

倍
の
断
熱
性
能
が
あ
る
。
厚
さ

は
木
造
住
宅
の
壁
厚
１
０
５
㎜
、

１
２
０
㎜
に
対
応
し
て
お
り
、

充
填
断
熱
の
み
で
壁
の
次
世
代

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
以
上
の
性

能
を
ク
リ
ア
で
き
る
。

● 断熱性：目標基準値を大幅
にクリアするハイスペック 
グラスウール。

● 施工性：手触りがしなやか
で飛散性も低く、柱と柱の
間に隙間なく充填できる。

● 吸音性：繊維が密に詰まっ
ており、騒音となる音を小
さくする吸音性にも優れる。

● 安全性：ホルムアルデヒド
放散区分 F ☆☆☆☆。

● 撥水性：繊維への撥水加工
処理で水をはじきやすい。

厚さ (mm) 105・120
幅 (mm) 390・425 
長さ (mm) 1,370 
熱伝導率 (W /m・K) 0.034  

■ 製品規格

施
工
例

■ 高性能の熱伝導率

通常グラスウール10K

マグラムダ34

0.050

0.034

（W/m･k）
0.0500.0400.0300.0200.0100

熱伝導率（λ= ラムダ）

押出法ポリスチレンフォーム 目標基準値 : 0.03232

　液化したポリスチレンに発泡剤と難燃化剤を混ぜ合わせ、
発泡剤の瞬時の気化力を利用し、発泡させながら連続的に押
し出して製造する。押し出された発泡体は裁断された後、寸
法安定のため一定期間熟成して出荷される。
　無数の気泡でできた発泡プラスチック系の断熱材の一つ
で、断熱性能、耐水性に優れ、加工も容易。住宅では基礎

や床などに多く用いられている。
　シックハウスの原因物質の一つであるホルムアルデヒドを
含んでいないので、建築基準法の「告示対象外」の断熱材と
なり、表示は等級 3「F ☆☆☆☆」。また、グリーン購入法の
特定調達品目「断熱材」の判断基準に適合した「ノンフロン」
断熱材である。

ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
Λ（
ラ
ム
ダ
）

●
株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
Ｐ

商
品
問
い
合
わ
せ
先
：
住
宅
資
材
グ
ル
ー
プ
☎
０
３-

６
２
１
２-

６
３
６
３

　

熱
伝
導
率
０・０
２
２
Ｗ
／
ｍ
・
Ｋ
と
い
う
画
期
的
な
断
熱

性
能
を
実
現
し
た
住
宅
用
の
高
性
能
・
新
次
世
代
型
断
熱
材
。

従
来
の
「
ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
」
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
泡
の
特
殊
技

術
を
加
え
る
こ
と
で
、
断
熱
性
能
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
。

特
殊
気
泡
膜
が
輻
射
熱
の
抑
制
と
空
気
を
通
さ
な
い
ガ
ス
バ

リ
ア
性
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
気
泡
の
形
状
が
熱
伝
導
の
抑
制
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

● 断熱性：今まで限界とされ
ていた断熱性能をさらにレ
ベルアップ。

● 施工性：省エネ基準（等級
４）に必要な厚さが他の断
熱材よりも薄くてすみ、施
工性や躯体への収まりが良
い。

● 防水性：吸水性が低く、断
熱 ･ 防露に安定した性能を
発揮する。

● 安全性：ノンフロン・ノンホ
ルムアルデヒド・4VOC基
準に適合。

厚さ (mm) 25・30・40・50・55・75 
幅 (mm) 910 
長さ (mm) 1,820  
熱伝導率 (W /m・K) 0.022   

■ 製品規格

施工例

■ 高断熱のメカニズム

超高断熱化の実現

気泡形状による
熱伝導の抑制効果

気泡膜の新技術による
輻射熱の抑制・ガスバリア性UP

＋

 熱が気泡膜を透過するイメージ

熱

熱
特殊
気泡膜

従
来

ミ
ラ
フ
ォ
ー
ム
Λ

ロックウール 目標基準値 : 0.03781

　耐熱性に優れた玄武岩などの鉱石や、製鉄プロセスの副
産物である高炉スラグを原料とした、人造鉱物繊維の断熱材。
原料を高温で溶かし、遠心力などで吹き飛ばして均質で細か
い繊維状にした後、マット状に成形加工する。省エネ先進国
ヨーロッパで、住宅用断熱材として長年使われている。
　微細なロックウール繊維の隙間には、大量の動きにくい 

空気が含まれているので、この「動かない空気の壁」が熱の
移動を防ぎ、優れた断熱性能を発揮する。また、この空気の
壁は、音のエネルギーを吸収するので、高い防音・吸音効果
が発揮される。基材自体が火に強い性質を持つため、防火･
耐熱性に優れ、経年変化がほとんどなく断熱性能を維持す
ることも特長の一つ。

ホ
ー
ム
マ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｏ

●
ニ
チ
ア
ス
株
式
会
社

商
品
問
い
合
わ
せ
先
：
建
材
事
業
本
部
☎
０
３-

４
４
１
３-

１
１
６
１

　

マ
ッ
ト
状
に
成
形
し
た
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
を
、「
穴
あ
き
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
」
と
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

「
付
属
防
湿
フ
ィ
ル
ム
」
で
被
覆
し
た
「
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
」

対
応
の
住
宅
用
断
熱
材
。
防
湿
フ
ィ
ル
ム
を
製
品
本
体
に
一
体

化
さ
せ
た
た
め
、
壁
、
屋
根
に
使
用
す
る
場
合
、
別
張
り
防

湿
フ
ィ
ル
ム
の
施
工
が
不
要
に
な
り
、施
工
性
が
ア
ッ
プ
し
た
。

● 断熱性：繊維間に詰まった大量の空
気が、室内外からの熱の出入りを防ぐ。

● 耐火・耐熱性：住宅用断熱材の中で最
も優れた耐火・耐熱性を発揮する。

● 防音性：断熱材の密度が高いので遮
音性能に優れ、音の室外漏れや室外
からの騒音を軽減する。

● 耐久・耐水性：水に強く劣化しにくい。
また、30㎜以上の耳幅が防湿層の
連続性を確保。

● 安全性：ホルムアルデヒド放散区分
「F ☆☆☆☆」適合製品。発がん性
区分＊では、お茶と同じく「発がん性
に分類されない」。

厚さ (mm) 90・105  
幅 (mm) 395・425 
長さ (mm) 1,360  
熱伝導率 (W /m・K) 0.038   

■ 製品規格
＊IARC（国際がん研究機関）による 施工例

■ ホームマットＮＥＯの断面図

穴あきポリエチレンフィルム

防湿フィルム

フィルム耳透湿フィルム（側面、裏面）

室外側

付属防湿フィルム
耳幅30㎜以上

室内側

一般のグラスウール
（繊維径７～８ミクロン）
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「エネマネハウス」未来の省エネを目指す

慶
應
義
塾
大
学
「
慶
應
型
共
進
化
住
宅
」

●
新
し
い
木
質
構
造
材「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
融
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
大
学
院 

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科　

池
田
靖
史 

教
授

　

建
物
の
屋
根
下
な
ど
、
随
所
に
大

小
様
々
な
開
口
部
を
設
け
て
い
る「
慶

應
型
共
進
化
住
宅
」。
他
の
エ
ネ
マ
ネ

ハ
ウ
ス
が
、
冬
場
の
暖
房
効
率
を
高

め
て
照
明
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
も
図

る
た
め
、
一
様
に
南
面
に
大
き
な
窓

を
設
け
て
い
る
の
に
対
し
、
大
き
く

異
な
る
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
建
物
が
密
集
す
る
都
心
部
な

ど
、
南
面
の
条
件
が
悪
い
立
地
で
も

安
定
し
て
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

込
む
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

　

太
陽
熱
暖
房
や
家
庭
用
燃
料
電

池
、
可
動
式
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
最
適
化
す
る
シ
ス
テ

ム
も
導
入
。セ
ン
シ
ン
グ
機
器
に
よ
っ

て
温
度
や
湿
度
、
通
風
な
ど
を
感
知

す
る
他
、
す
べ
て
の
機
器
制
御
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て

も
一
括
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
さ

ら
に
、
室
内
の
床
面
に
段
差
を
も
た

せ
る
こ
と
で
、
床
下
を
蓄
熱
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
観
は
も
ち
ろ
ん
室
内
全

体
に
、
新
し
い
木
質
構
造
材
で
あ
る

Ｃ
Ｌ
Ｔ（CrossLam

inatedTim
ber

）

を
採
用
。
工

期
の
短
縮
が

図
れ
、
国
産

ス
ギ
を
使
う

こ
と
で
国
内

の
林
業
振
興

に
も
つ
な
げ

る
。

千
葉
大
学
「
ル
ネ
・
ハ
ウ
ス
」

●
木
造
住
宅
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
低
減
を
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
工
学
研
究
科　

川
瀬
貴
晴 

教
授

　

今
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ

の
国
際
大
会
「
ソ
ー
ラ
ー
・
デ
カ
ス

ロ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２
０
１
４
」
へ
の

参
加
を
目
指
す
「
ル
ネ・ハ
ウ
ス
」は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
基
準
の
高
断
熱
住
宅
を

提
案
。
木
の
繊
維
で
で
き
た
断
熱
材

や
、
木
質
材
料
の
構
造
躯
体
や
サ
ッ

シ
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
建
物
の
建

設
か
ら
運
用
、
解
体

ま
で
を
通
し
て
排
出

す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
Ｃ
Ｏ
２
の
低
減
を

目
指
す
。
ま
た
、 

建

物
の
主
要
構
造
を
ユ

ニ
ッ
ト
化
す
る
こ
と

で
、
施
工
性
を
高
め
る
と
と
も
に
コ

ン
テ
ナ
輸
送
も
考
慮
し
、
海
外
へ
の

普
及
を
促
進
す
る
。

　

高
断
熱
や
高
気
密
の
み
な
ら
ず
、

通
風
も
重
視
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
室
内
の
随
所
に
通
風
セ
ン
サ
ー

を
設
置
し
て
〝
風
の
見
え
る
化
〟
を

実
現
。
ま
た
、
床
下
に
フ
ァ
ン
を
導

入
し
て
エ
ア
コ
ン
か
ら
の
暖
冷
気
を

床
全
体
に
送
風
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
通
常
の
対
流
型
エ
ア
コ
ン
で
も

輻
射
型
の
冷
暖
房
が
可
能
と
な
り
、

室
温
が
一
定
に
保
た
れ
て
省
エ
ネ
に

寄
与
す
る
。

　

分
電
盤
に
は
家
電
の
使
用
状
況
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
る
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
も
設
置
し
、
エ
ネ
マ
ネ
に

関
す
る
新
技
術
も
導
入
し
て
い
る
。

 “2030年の家 ” をテーマに、エネルギー・ライフ・アジアと
いう３つのコンセプトのもと、大学と企業が連携して先進的
な技術や新たな住まい方を提案する「エネマネハウス」。住
宅の年間のエネルギー消費量が正味ゼロとなる「ネット・ゼロ・
エネルギー・ハウス（以下、ZEH）」 を、ますます多様化、高
齢化の進む暮らし（ライフ）にどう適合させていくか。そして、
国内のみならずアジアの新興国など海外に普及させていくに
はどうすれば良いかを、効率的に解決することを目指す未来

の住宅がエネマネハウスである。
　今年 1月、経済産業省資源エネルギー庁の事業のひとつ
として、｢エネマネハウス 2014」が開催され、大学と企業連
携の５チームが未来の ZEH を形にした。今回はその中から、
２つの特徴的なエネマネハウスを紹介する。

新しい木質構造材であるCLTを使用

太
陽
光
・
太
陽
熱
を
活
用
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

自
立
を
め
ざ
す

随所に開口部を設けることで効率的に	
太陽光エネルギーを取り込む

木質繊維断熱材をはじめ内装にも木材を多用

※エネマネ＝	エネルギーの使用状況を適切に把握・管理して最適化する
	 エネルギー・マネジメントの略
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「家族会議」を平均 8.3 回開催して調整を図った様子。妻の親二
世帯では「営業担当にとりもってもらった」のも11.9％と他世帯	
より多かったのが興味深いところです。
　建築後の満足度を世帯別に見ると、妻の親二世帯の満足度が
他より高いのですが、更に回答者を夫（マスオさん、63名）に絞
ると、「たいへん満足」34.9％で満足計 88.9％と突出。やはり
磯野家は幸せモデルなのだと実感しました。

　最後にメーカー別施主の満足度では、イエノミカタ参画メーカー
９社（＝大手メーカー）83.3％に対し、その他企業が79.9％。差
が出た10項目は耐震・耐久・耐火性などハード性能で大手メー
カー、設計の自由度・天然素材・低価格などでその他企業が上回っ
ています。アフターサービス満足度は大手 66.6％とその他より
評価が出ていますが、「こんな数値では問題だ！」と、より高い数
値を求める大手メーカー幹部の顔が目に浮かびました…。

ここでちょっと一息

　消費税 5％の９月末締切、駆け込み需要には「建替えや建物金
額の大きな層が多かった」（大手メーカー談）ようで、その層の落
ち込みがまだ見られるとのこと。４月以降の市場動向は手探りに
なるものの、日本のマクロ市場としては世帯数減少によって住宅
需要は量より質にシフトしているわけですから、長期的には【都
市の建替え】が各社の主戦場。より棟単価の高い、建替え・二世	
帯・賃貸併用住宅の営業推進です。都市部中心の旭化成ホーム
ズで、2013 年度上半期の建替え比率 [約 53％]・二世帯（キッ
チン２つ）比率 [約 22％]という実績。一般全国平均では二世帯	
同居建築比率は約17％程度（リクルート住まいカンパニー調べ）
なので、今後増える余地がどの程度あるのか気になるところです。
　今回、住友林業など大手住宅メーカー９社が運営する「イエノ
ミカタプロジェクト」から、[ 注文建築の依頼先検討に関する家
族のコミュニケーション調査 ]が発表されたので、中でも二世帯
住宅の回答者に注目して考察してみました。

　まず全体結果で意外だったのは、「住宅建築を思い立った」の
は夫が57.6％と妻 28％の倍ほど多く、妻の親との二世帯住宅
でも夫（38.6％）が妻とほぼ同数あった事。やはり一国一城の主？
特に注文建築への夢は男性が強いのでしょうか。ただ、それから
が大変！	家族の意見調整や決断に苦慮する姿も調査結果で垣間
見られます。
　住宅建築においてこだわる部分は家族バラバラ、特に二世帯と
なると親との相違が現れます。「親との意見調整が必要」だった
項目の上位に【和室】があり、唯一夫婦を上回る親のこだわり数
値でした。フリーアンサーを見ると「仏壇の位置」「和室の素材」	
「二間続き」など具体的で譲れない意志を感じます。そんな家族の
意見相違の解決方法は「とことん話し合った」38.9％が最も多く、	

藤井繁子

―注文建築の依頼先検討に関する家族のコミュニケーション調査―

夫が言い出した「家を建てる！」
妻や親の「こだわり」をどう調整？

『月刊HOUSING』編集長、リク	
ルート住まい研究所主任研究
員などを経てフリーの住生活
ジャーナリストに。自治体や市民	
団体と街づくりに関わりなが	
ら、国内外で取材・コンサルティ
ング活動などを行なっている。

40vol.

意見調整を要する「二世帯同居の工夫」

大手住宅メーカーの評価は？

ポスト消費税UP、主戦場は都市の建替え

■ 住宅建築を思い立った人

0

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

誰とは決めら
れない・
わからない

その他母親父親妻夫

夫の親との二世帯（186名）
妻の親との二世帯（101名）

全体（1271名）

■ 居住後の満足度、メーカー別差異の大きい上位１０項目（複数回答）

高級感

耐震性の高さ
耐久性の高さ（住宅の寿命が長い）
高気密・高断熱性
耐火性の高さ
アフターサービス及び保証制度
設計の自由度の高さ

太陽光発電
天然素材を多く利用
低価格/ローコスト

0 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

大手ハウス
メーカー計
その他
企業計

■ 夫婦と親との意見調整、上位７項目（二世帯住宅の施主 /複数回答）

二世帯同居の工夫

間取り・プラン

和室

収納の充実

外観のデザイン

内装・インテリアのセンス

住宅設備の充実

0 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

親との意見調整
が必要だった
夫のこだわり
妻のこだわり
親のこだわり

■ 総合的な満足度

夫婦のみ
全　　体

夫婦+子供
夫の親+夫婦
妻の親+夫婦

0 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

たいへん満足 満足

どちらでもない
たいへん不満不満

81.6％
83.3％
79.9％
80.1％

85.1％

満足計

「イエノミカタ」ホームページに調査結果紹介  http://ienomikata.com/　全国の過去３年以内に注文住宅を建築した人 １２７１名（Ｈ２６年１/ ３１～２/ ３・インターネットリサーチ）
※調査対象が、大手メーカー９社（６２８名）とその他（６４３名）が約同数となっている為、全体の回答数値は一般の住宅市場より大手メーカー施主傾向の数値。
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か
ら
や
り
直
し
〟
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
。
ま
た
、

た
と
え
完
成
し
て
も
コ
ス
ト
が
高
く
つ
き
、
売
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
職
人
た
ち
は
不
安
を
抱
い
た
と

い
う
。
し
か
し
、「
売
る
こ
と
は
こ
ち
ら
が
考
え
る

か
ら
、
み
ん
な
は
作
る
こ
と
に
集
中
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
創
業
者
の
言
葉
が
後
押
し
と
な
っ
た
。

 

「
企
業
秘
密
の
技
術
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ベ
ス
ト

ビ
ー
ズ
は
、
粒
の
大
き
さ
が
正
確
に
そ
ろ
い
、
使

う
人
が
よ
い
粒
を
選
別
す
る
必
要
も
な
く
作
業
も

早
く
な
り
、
ま
た
仕
上
が
り
も
な
め
ら
か
で
美
し

い
。
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
使
わ

れ
る
ビ
ー
ズ
織
り
に
も
最
適
で
す
。
職
人
た
ち
の

新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
情
熱
と
、
妥
協
を
許
さ

な
い
厳
し
さ
が
、
世
界
最
高
峰
の
ビ
ー
ズ
を
生
み

だ
し
ま
し
た
」

　

代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
今
年
で
4
年
目
と

な
る
山
仲
氏
は
、
祖
父
や
父
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

ス
ピ
リ
ッ
ト
を
受
け
継
ぎ
、
ビ
ー
ズ
の
新
し
い
可

能
性
を
模
索
し
て
い
る
。

 

「
戦
後
に
グ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
の
製
造
会
社
を
立
ち
上

の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
。
中
で
も
、
最
高
品
質
と
世
界
か
ら
称
賛
さ

れ
る
商
品
が
、「
ベ
ス
ト
ビ
ー
ズ
」
で
あ
る
。

 

「
15
年
ほ
ど
前
に
誕
生
し
た
ベ
ス
ト
ビ
ー
ズ
は
、

創
業
者
で
あ
る
祖
父
の
大
号
令
の
も
と
、
お
よ
そ

10
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
ビ
ー

ズ
で
す
。
小
さ
な
ビ
ー
ズ
は
、
そ
の
製
造
工
程
で

形
の
歪
み
や
穴
の
ズ
レ
な
ど
が
ど
う
し
て
も
起
き

て
し
ま
う
も
の
で
す
。
弊
社
の
ビ
ー
ズ
は
、
厳
し

い
検
品
の
工
程
を
経
る
こ
と
で
そ
れ
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と
精
密
な
世
界
の
ど
こ

に
も
な
い
ビ
ー
ズ
が
作
れ
な
い
か
。
そ
ん
な
創
業

者
の
思
い
を
受
け
て
、
現
場
の
職
人
た
ち
が
総
出

で
知
恵
を
絞
り
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
作
り

上
げ
て
く
れ
た
の
が
ベ
ス
ト
ビ
ー
ズ
な
ん
で
す
」

　

よ
う
や
く
形
状
が
安
定
し
た
の
に
、
ガ
ラ
ス
の

中
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
何
度
も
〝
初
め

げ
、
一
貫
生
産
を
確
立
し
た
祖
父
。
そ
の
ビ
ー
ズ

を
ア
パ
レ
ル
資
材
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
手
芸
店

な
ど
に
小
分
け
の
ケ
ー
ス
で
卸
し
、
一
般
の
主
婦

や
子
供
に
も
買
い
や
す
い
商
品
と
し
て
広
め
た
父
。

私
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
に
、
資

材
屋
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
べ
き
だ
と
い
う
思
い

に
行
き
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ベ
ス
ト
ビ
ー
ズ

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
業
態
の
基
本
は
守
り
な

が
ら
も
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
生
き
残
り
に

は
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
２
０
１
３
年
12
月
に
山
仲
氏
は
、
東
京
の
下
北

沢
に「ico & C

o.Tokyo

」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

ベ
ス
ト
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

販
売
し
て
お
り
、
そ
の
質
感
は
私
た
ち
が
知
る

　

ブ
ラ
ウ
ス
や
バ
ッ
グ
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

な
ど
を
美
し
く
装
飾
す
る
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
粒
、

ビ
ー
ズ
。
ア
パ
レ
ル
産
業
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
資
材
で
あ
り
、
か
つ
て
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
製
造
が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
今
、
グ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
の
生
産
国
は
チ
ェ
コ

や
イ
ン
ド
、中
国
、そ
し
て
日
本
へ
と
移
っ
て
い
る
。

中
で
も
、
日
本
の
国
内
シ
ェ
ア
で
約
60
％
を
誇
り
、

世
界
20
カ
国
以
上
に
年
間
１
０
０
ト
ン
も
の
グ
ラ

ス
ビ
ー
ズ
を
輸
出
し
て
い
る
の
が
、
広
島
に
本
社

を
構
え
る
ト
ー
ホ
ー
株
式
会
社
だ
。

 

「
日
本
国
内
で
も
、
以
前
は
た
く
さ
ん
の
ビ
ー
ズ

メ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
安
価
に

大
量
生
産
で
き
る
中
国
に
市
場
を
奪
わ
れ
、
今
で

は
わ
ず
か
数
社
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
当
社
が
生
き
残
っ
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
他
で
も
な
い
、
ク
オ
リ
テ
ィ
を
と
こ
と

ん
追
求
し
て
き
た
た
め
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
製
品
の
９
割
は
海
外
に
輸
出
し
て
い
ま
す
。

主
な
輸
出
先
は
北
米
と
ア
ジ
ア
各
国
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
や
は
り
チ
ェ
コ
市
場
が
強
い
の
で
す
が
、

差
別
化
を
図
り
た
い
と
当
社
製
品
を
選
ん
で
い
た

だ
け
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の

展
示
会
へ
出
展
す
る
な
ど
し
て
市
場
を
広
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」

　

同
社
の
グ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
は
、
ひ
と
粒
ひ
と
粒
の

形
状
や
色
合
い
の
均
一
性
の
高
さ
に
よ
っ
て
海
外

広島県広島市西区三篠町２ー１９ー６■ 本　社

1957年■ 創　業

120名■ 従業員

2000万円■ 資本金

11億円（2013年３月期）■ 売上高

グラスビーズ製造販売、各種服飾材料・
手芸材料の販売、ビーズ関連商材の企画、
製造販売等

■ 事業内容

トーホー 株式会社

代表取締役社長

山仲 巌
い わ お

氏

職
人
の
情
熱
と
厳
し
い
目
が

世
界
最
高
峰
の
ビ
ー
ズ
を
作
る

生
き
残
る
た
め
に
は

業
態
を
守
り
つ
つ
変
化
す
る
こ
と

ビ
ー
ズ
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
高
級
感
が
漂
う
。

売
上
げ
、
来
店
客
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
デ

パ
ー
ト
な
ど
販
売
網
も
拡
大
し
て
い
く
予
定
だ
。

 

「
今
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
市
場
を

広
げ
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
日
本
の
ビ
ー
ズ
が
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
分
、
当
社
の
グ
ラ
ス
ビ
ー
ズ

が
斬
り
込
む
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
、
製
品
に
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

戦
え
る
ん
で
す
。
当
社
で
は
完
成
品
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
製
造
の
各
工
程
ご
と
に
職
人
が
厳
し
い
検

品
を
行
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
形
の
歪
み
も
、
色

の
ブ
レ
も
見
逃
し
ま
せ
ん
。
ベ
テ
ラ
ン
職
人
の
こ

だ
わ
り
を
受
け
継
い
だ
若
い
職
人
も
育
っ
て
お
り
、

緻
密
な
作
業
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
く
れ
る
女

性
の
職
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
世
界
一
の
品
質
を

作
り
続
け
る
こ
と
が
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

の
信
頼
を
守
り
続
け
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

山
仲
氏
は
、
同
社
広
島
工
場
に
併
設
さ
れ
た

「
ガ
ラ
ス
の
里
」
で
、
ビ
ー
ズ
を
用
い
た
手
芸
講
習

会
な
ど
、
子
供
に
向
け
た
物
づ
く
り
体
験
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

 

「
製
造
業
を
生
業
と
し
て
い
て
実
感
す
る
の
が
、

物
づ
く
り
を
経
験
し
な
い
ま
ま
大
人
に
な
る
子
供

が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
若
手
の
人
材
の
中

に
も
、手
づ
く
り
や
ク
ラ
フ
ト
を
授
業
以
外
で
や
っ

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
人
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
物
づ
く
り
大
国
で
あ
る
日
本
の
一
大
事

で
す
。
製
造
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
少
し
で
も

〝
物
づ
く
り
〟〝
手
づ
く
り
〟
に
触
れ
て
も
ら
え
る

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

1300度に熱せられたガラスは整
菅用の坩

る

堝
つ ぼ

に移し、中央に空気
を送り込みながら管引してビーズ
の元となる原菅を作る。これを切
断し加熱しながら研磨することで
滑らかなビーズが完成する オリジナルブランド「ico ＆ Co」の指輪

ビーズ工芸品などを展示する「ガラスの里」

四角形（上）やマガ玉型
（右）など形状は自由自
在。糸を通す穴の中に
色を付けることでビーズ
の表情が豊かになる

トーホーのフラッグシップ商品
となったベストビーズ

メッキを施した三角形の
グラスビーズ

ト
ー
ホ
ー

世
界
が
賞
賛
す
る
誇
り
高
き

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ビ
ー
ズ

株
式
会
社

溶
解

管
引

原
管

仕
上
げ

検
品
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国
土
交
通
省
で
は
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
指
標
と
し
た
新
た
な

省
エ
ネ
基
準
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
非
住
宅
建
築
物
を
対
象
と
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
な
ど
に
関
す
る

評
価
・
表
示
を
行
う
「
建
築
物
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）」

を
創
設
し
、
開
始
す
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
ビ
ル
な
ど
の
建
築
物

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
評
価
す
る
新

た
な
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
で
、
省
エ
ネ
法

に
基
づ
く
届
出
書
類
な
ど
を
活
用
し
た

申
請
が
可
能
と
な
る
。

　

評
価
結
果
は
評
価
書
と
し
て
交
付
さ

れ
る
ほ
か
、
申
請
者
の
希
望
に
応
じ
、

表
示
マ
ー
ク
に
よ
り
、
建
築
物
に
プ

レ
ー
ト
ま
た
は
シ
ー
ル
な
ど
で
表
示
を

行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
評
価・表
示
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
業
務
を
実

施
す
る
届
出
を
行
っ
た
「
評
価
実
施
機

関
」が
行
い
、評
価
申
請
の
受
付
な
ど
は

４
月
25
日（
金
）か
ら
開
始
の
予
定
だ
。

非
住
宅
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
を
評
価

ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
「
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
」開
始

表紙写真：住友林業㈱ 人と環境を考えた未来の家「グリーンスマート」

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部
kenzai-monthly@sfc.co.jp

編集室より ３月最後の週末、都内へ買い物に出かけました。レジの行列を見てびっくり仰天。	
高額な買い物でもないのでさっさと済ませて帰るつもりが、先々で並ぶ羽目になり、	
消費税アップ直前の駆け込み購入を体感しました。４月からはお財布も気も引き締め
て、新しいスタートです。「建材マンスリー」も、皆様からいただいたアンケートを元に、	
お役に立つ情報をお届けするべく、心機一転取り組んでまいります。今年度もどうぞ	
よろしくお願いいたします。	 （編集員Ｓ）

編

後

集

記

今月のニュース

評価対象建築物の一次エネルギー消費量を、
★とＢＥＩの数値で分かりやすく表示

■ 表示プレートのイメージ

読者アンケート結果のご報告

ご協力ありがとうございました

1月号で皆様からお寄せいただいた、アンケートのご意見、ご要望の一部をご紹介します。

　特集で取り上げて欲しいテーマとしては、「省エネ住宅」
「高齢者向け住宅」「中古住宅流通」「住宅税制等施策」な
どの希望が多く寄せられました。
　省エネルギー基準が改正されたことに伴い、省エネ住宅
への関心がより強まっているようです。また、新設住宅着工
戸数の減少への対策として、高齢者向け住宅や中古住宅流
通の情報が求められています。住宅関連税制や施策に対す
る関心も高いことが分かりました。

　自由に書いていただいた中で多かった事項は、次の４つ
です。１.業界の将来の見通し、２. 集客戦略、３.リフォーム
関連、４. 職人や社員の教育。

　業界の将来の見通しへの関心事は、住宅市場の予測、
ローカルエリアの市場動向、今後の住宅の方向性など。紹
介客を増やす取り組みなどの集客戦略も、気になる事柄
に上げられました。また、リフォーム分野への売り込み、 
リフォームのＢ to Ｂ to Ｃなどのリフォーム関連、技能職人 
の不足問題、人材の育成方法などについての問題意識も 
高い、という結果が出ています。

　貴重なご意見をいただき、まことにありがとうございま 
した。感謝申し上げます。
　これからも、読者の皆様の知りたい有益な情報、求めて
いる情報について、より分かりやすくタイムリーに発信してい
きたいと考えております。そして ｢建材マンスリー」を皆様に
より活用していただくため、いっそうの努力をして参ります。

業務上で困っていること、気になっていること

今後の誌面作りについて

取り上げて欲しいテーマ

■ 「BELS」の概要

対象建物 新築 ･ 既存の非住宅建築物

評価対象 設計時の省エネルギー性能
（フロア単位なども可能）

評 価 者 評価実施機関による第三者評価

評価指標 一次エネルギー消費量及び BEI ※

※ BEI ＝ Building Energy Index
 設計一次エネルギー消費量/基準一次エネルギー消費量

April 2014 10



建材マンスリー資料室

1,829
67,860
22,891
27,744

669
18,385
8,674
9,654

61,969
7,720
1,767
3,314

0
2,639

36,757
32,932

148
20,275
12,363

92
54

公共
民間

持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建

民間資金

公的資金

公営住宅
住宅金融支援機構住宅
都市再生機構住宅
その他住宅

木造

非木造

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

168
△8,322
△2,064
△2,209

314
△4,195
△3,267
△876

△7,701
△453
853

△288
△498
△520

△3,442
△4,712

129
△2,560
△2,320

39
0

10.1
△10.9
△8.3
△7.4
88.5

△18.6
△27.4
△8.3
△11.1
△5.5
93.3
△8.0

△100.0
△16.5
△8.6
△12.5
678.9
△11.2
△15.8
73.6
0.0

990
△270
△96

5,487
182

△4,853
△4,369
△500
1,006
△286
984

△842
0

△428
1,030
△310
△110

△1,583
1,334

29
20

118.0
△0.4
△0.4
24.7
37.4

△20.9
△33.5
△4.9
1.7

△3.6
125.7
△20.3

-
△14.0

2.9
△0.9
△42.6
△7.2
12.1
46.0
58.8

1,661
76,182
24,955
29,953

355
22,580
11,941
10,530
69,670
8,173
914

3,602
498

3,159
40,199
37,644

19
22,835
14,683

53
54

1,983
87,595
31,858
35,634

184
21,902
9,736

12,026
79,929
9,649
1,502
4,158
421

3,568
51,505
38,073

268
21,861
15,798

84
62

1,854
89,621
34,580
35,266

360
21,269
9,037

12,111
81,633
9,842
1,193
4,150
514

3,985
54,804
36,671

454
19,762
16,279

71
105

69,689新　  設　   住　  宅　   計 △8154 △10.5 720 1.0 77,843 89,578 91,475

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

２月
対前月比

（%）
対前年同月比

（%）
１月 12月 11月

2013年 2014年
２月

23,924

11,063

8,469

25,513

944

３月

28,257

10,895

8,663

23,641

 904

４月

31,221

10,626

8,617

27,430

939

５月

29,862

12,403

8,359

29,127

1,027

６月

32,944

12,215

10,878

27,667

976

７月

33,945

12,280

10,209

28,025

979

８月

32,987

11,537

10,353

29,466

960

９月

35,865

13,606

10,081

28,987

1,044

10月

37,017

14,873

10,770

27,566

1,037

11月

36,593

13,938

10,629

30,315

1,033

12月

35,408

14,737

10,174

29,259

1,055

１月

26,281

11,299

9,105

31,158

987

２月

25,959

9,592

8,351

25,787

919

2013年 2014年

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
2013年 2014年 2014年2013年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

２月

9,801

7,296

３月

9,520

9,389

４月

10,525

9,912

５月

11,101

8,658

６月

13,394

11,171

７月

13,871

9,939

８月

12,184

10,135

９月

12,545

10,665

10月

12,929

11,680

11月

14,332

11,899

12月

14,490

11,209

１月

12,950

8,700

２月

10,837

7,940

季節調整済年率換算（全国）都市圏別戸数

近畿圏
その他

中部圏
首都圏

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

千戸
1,050

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600

千戸

利用関係別戸数 木造戸数

2×4、プレハブ戸数

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建

14
12
10
8
6
4
2
0

千戸

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

千戸 千戸

総数

50

55

45

40

35

30

25

20

千戸

30.0

40.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

△は減2014年２月の新設住宅着工戸数
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